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地球史解明のための岩石試料データベースとインターフェースの構築

A database and an interface for digital data of world-wide rock samples to research the
Earth’s evolution
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1.目的
46億年にわたる地球史を実証的に解読する研究を行う為には，地球史を時間・空間的に網羅する地質情報と岩石試料

が必要である．しかし，このような資料を一研究者または小規模な研究集団で採取・研究することはこれまで不可能で
あった．我々の研究グループは，これまでに「全地球史解読」や「全地球ダイナミクス」などのプロジェクトにおいて，
世界中で系統的な野外調査と試料採取を行い，現在，16万点以上の岩石試料が，東京工業大学・地球史資料館に収蔵さ
れている．これらの試料は，地球史の「横軸 46億年研究」を可能とし，多くの研究成果を生むことになった。この貴重
な岩石試料を，維持・管理し，また多くの研究者に公開することを目的として，岩石試料，ルートマップ，および地質図
を GISデータ化し，GUIにより検索可能なデータベースシステムを構築した．

2.資料内容とデータベース化
データの核となる岩石試料は，東京工業大学地球史資料館に所蔵している露頭岩石試料，ボーリング試料，鉱物試料

である．1990年以降，南極を除く全大陸から系統的に集められた全試料の総数は 16万点以上である．各試料について，
調査時のルートマップおよび地質図，写真，薄片記載，化学分析データ等の関連資料が存在する。岩石試料データの記
載内容は，サンプル ID, 採取地名，採取場所緯度経度，採取日，採取者，岩石名，岩石の特長である．GPSが発達する
以前のデータに関しては，採取場所の緯度経度は地図上から読み取る必要があるが，殆ど読み取られていない．そこで，
我々は採取場所が記されている地質図を電子化し，それらをMapInfo(R)ソフトに組み込むことによりサンプル場所をデ
ジタルデータ化している．

3.インターフェース
2.によって処理されたデジタルデータをユーザーフレンドリーに検索できるようにする為に以下のような方針でイン

ターフェースとなるウェブブラウザ上のホームページを作成した．
a)検索項目と地図の項目を一つのウィンドウに表示し，年代と岩石種類によって検索することにより，ある年代での

資料を空間的に表示する．
b)岩石の採取場所をよりバーチャルリアリティー的に表示させるために，Google Earth(R)の利用を試みた．a)におけ

る自前の地図データは 2次元的なものであるが，検索により選択された岩石試料の位置情報を KML ファイルにアウト
プットさせる機能を持たせ，Google Earthで露頭の位置に至るまで表示させることが可能である．また，検索を工夫す
ることにより全年代にわたる特定の岩石種類や特定の年代の全岩石試料などを KML ファイルにアウトプット，Google
Earthで表示させることも可能である．

c)検索によって選択したサンプルの記載項目リストは CVSファイルによって出力可能にする.

4.今後の課題
露頭岩石試料の 1次データである記載項目とフォーマットを世界標準化することにより，これらのデータベースの流

通・運用が容易になる．例えば地震学では，IRIS(Incorporated Research Institution for Seismology)が地震データベースの
記載方法を XML フォーマットで実質国際的に統一化している．このような規格整備が岩石試料のデータベース化でも今
後議論になると考えられる．
ユーザーインターフェースによる最終的な検索データの可視化に関しては GISによる時空間情報の扱いで盛んに研究

されている．GISの研究は多くの場合，リージョナルからローカルのデジタルデータを対象にしており，そのような地図
データは日本に限ると多数存在する．しかし，本研究の目的に沿うデータをデジタル地図に載せる場合，グローバルか
らローカルまでをマルチスケールにカバーするデジタル地図データが必要であるが，現在は Google Earthがその分野を
ほぼ独占している状況であり，Google Earthの地図データをより発展的に改良して用いるには，多額の費用が必要になる
などの問題点もある．
構築したデータベース検索システムは公開の後，東京工業大学地球史資料館に所蔵している分のサンプルに関しては

分析を目的とした世界各国の研究者へ貸与する予定である．
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